
は

じ

め

に

和
漢
薬
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
売
薬
業
は
、
明
治
期
に
入
る
と
政
府
が
推
し
進
め
る
西
洋
医
学
の
導
入
に
伴
い
、
そ
の
営
業
方
針
の

転
換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
制
度
変
化
に
対
し
、
各
売
薬
産
地
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

従
来
の
研
究
史
で
は
、
新
た
な
売
薬
行
政
の
展
開
、
ま
た
そ
れ
ら
に
対
す
る
反
対
運
動
、
そ
し
て
各
売
薬
産
地
に
お
い
て
設
立
さ
れ
て
い

く
同
業
組
合
や
会
社
組
織
を
と
り
あ
げ
、
近
代
に
お
け
る
産
地
の
構
造
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
き
た１

。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
構
造
変
化
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
一
連
の
動
向
に
ど
の
よ
う
な
人
々
が
関
与
し
、
誰
が
そ
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
そ
の
過
程
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
る
名
望
家
の
存
在

や
役
割
お
よ
び
意
義
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
言
及
し
て
い
く
。

な
お
素
材
と
し
て
は
、
富
山
や
大
和
と
並
ぶ
売
薬
産
地
で
あ
る
近
江
、
と
り
わ
け
日
野
売
薬
お
よ
び
日
野
地
域
（
現
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野

町２

）
を
と
り
あ
げ
る
。
日
野
売
薬
の
濫
觴
は
元
禄
期
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
に
初
代
正
野
玄
三
が
製
薬
業
を
開
始
し
た
こ
と
に
は
じ
ま

り
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
お
け
る
合
薬
仲
間
数
は
一
〇
九
軒３

に
ま
で
達
し
た
。
ま
た
日
野
地
域
は
近
江
商
人
の
輩
出
地
で
も
あ
る
。

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家

本

村

希

代

一
八
九（

一
）



そ
れ
ゆ
え
同
地
域
の
売
薬
販
売
形
態
は
、
一
般
的
な
行
商
人
に
よ
る
配
置
薬
形
式
以
外
に
、
近
江
商
人
の
各
地
出
店
に
お
い
て
店
頭
販
売
す

る
方
法
が
近
世
期
よ
り
見
ら
れ
た４

。
た
だ
し
明
治
期
以
降
、
日
野
売
薬
も
他
の
売
薬
産
地
と
同
じ
く
、
西
洋
医
学
を
前
に
新
た
な
対
応
を
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
そ
の
過
程
を
追
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

第
一
章

売
薬
行
政
の
展
開
と
反
対
運
動

明
治
政
府
の
医
療
政
策
理
念
は
、
西
洋
医
学
の
全
面
的
受
け
入
れ
を
旨
と
し
て
い
た
た
め
、
在
来
的
売
薬
は
漢
方
医
学
の
軽
視
な
い
し
否

定
の
意
味
か
ら
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る５

。
ま
ず
は
売
薬
行
政
の
展
開
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
一
二
月
、
売
薬
取
締
規
則
が
定
め
ら
れ
た
。
同
規
則
に
お
い
て
売
薬
は
、
旧
幕
府
西
洋
医
学
所
の
後
身
に
あ
た

る
大
学
東
校
に
て
検
査
を
実
施
し
、
定
価
を
定
め
、
免
状
を
渡
す
と
さ
れ
た６

。
し
か
し
実
際
に
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
同
規
則
は
廃

止
さ
れ
、
売
薬
検
査
は
各
県
に
て
任
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
か
ら
売
薬
取
締
は
文
部
省
所
管
と
な
っ
た
。

行
政
組
織
を
含
め
医
薬
に
つ
い
て
の
方
針
は
、
定
ま
ら
な
い
状
況
が
し
ば
ら
く
続
い
た７

。

そ
の
後
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
一
月
に
売
薬
規
則
が
出
さ
れ
る
。
こ
の
規
則
で
は
売
薬
業
者
を
、
製
薬
を
主
と
す
る
売
薬
営
業
者
、

製
薬
は
行
わ
ず
販
売
を
主
と
す
る
請
売
者
、
他
府
県
へ
薬
を
売
り
歩
く
行
商
人
の
三
つ
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
鑑
札
料
を
課
し
、
売
薬
営

業
者
へ
は
売
薬
営
業
税
を
さ
ら
に
課
し
た８

。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
売
薬
取
締
規
則
を
受
け
継
ぎ
、
薬
の
品
質
取
締
に
も
重
点
を
置
き

な
が
ら
、
課
税
を
も
っ
て
そ
の
取
締
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る９

。

さ
ら
に
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
一
〇
月
に
売
薬
印
紙
税
規
則
が
布
告
さ
れ
る
。
こ
れ
は
西
南
の
役
以
降
の
国
費
増
大
に
と
も
な
う
、

歳
入
増
加
の
た
め
の
増
税
策
で
あ
っ
た
。
定
価
一
銭
ま
で
は
一
厘
、
二
銭
ま
で
は
二
厘
と
い
う
よ
う
な
税
率
一
割
以
上
と
な
る
印
紙
を
、
薬

一
九
〇（

二
）



品
の
容
器
又
は
包
紙
に
貼
付
し
、
営
業
者
が
こ
れ
を
消
印
す
る
こ
と
と
さ
れ
た１０

。
同
規
則
は
売
薬
業
者
の
負
担
を
急
増
さ
せ
る
増
税
で
あ
り
、

大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
の
廃
税
ま
で
、
反
対
運
動
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る１１

。
な
お
印
紙
税
廃
止
運
動
は
、
売
薬
業
者
た
ち
へ
新

時
代
へ
の
自
覚
と
業
者
間
の
強
固
な
団
結
の
必
要
性
を
学
び
取
ら
せ
、
各
種
売
薬
団
体
結
成
へ
と
つ
な
げ
た１２

。
で
は
日
野
売
薬
に
お
い
て
は

ど
の
よ
う
な
動
き
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
一
二
月
、
日
野
地
域
の
売
薬
業
者
三
十
名
の
惣
代
と
し
て
中
井
源
三
郎
・
正
野
玄
三
・
幅
野
太
郎
治
の
三
名

が
内
務
卿
山
田
顕
義
・
大
蔵
卿
松
方
正
義
へ
「
売
薬
営
業
上
ニ
付
上
申
書
」（
以
下
、「
上
申
書１３

」）
の
建
白
を
試
み
、
滋
賀
県
令
籠
手
田
安

定
へ
そ
の
進
達
を
依
頼
し
た１４

。「
上
申
書
」
で
は
、
同
年
の
売
薬
印
紙
規
則
に
関
し
て
、
売
薬
の
販
売
は
請
売
者
や
行
商
人
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
た
め
、
営
業
者
が
印
紙
を
貼
付
・
消
印
す
る
こ
と
は
事
実
上
困
難
で
あ
り
、
ま
た
品
質
面
で
も
薬
品
に
よ
っ
て
は
、
天
災
や
気
候

の
変
化
に
よ
り
腐
敗
な
ど
が
お
こ
り
う
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。（

マ
マ
）

品
位
変
更
ス
レ
ハ
無
論
営
業
者
ニ
於
テ
交
換
ナ
サ
ヽ
ル
ヲ
得
ス
、
其
変
更
品
タ
ル
廃
物
ニ
廃
シ
、
終
ニ
販
売
ヲ
ナ
サ
ヽ
ル
ニ
印
税
消
費

ス
ル
ハ
実
際
難
忍
、
就
中
印
税
ハ
定
価
ニ
準
ス
ル
カ
故
ニ
営
業
者
ニ
於
テ
請
売
・
行
商
者
ヘ
ハ
幾
分
ノ
割
引
ヲ
ナ
シ
、
相
場
金
額
ニ
対

ス
レ
ハ
壱
割
弐
割
ニ
止
マ
ラ
サ
ル
高
税
ト
ナ
リ
、
古
昔
ノ
諺
ニ
薬
ニ
九
倍
ノ
利
ア
リ
ト
雖
、
開
明
ノ
今
日
ニ
テ
大
ニ
反
対
シ
、
実
瑣
少

ノ
利
益
ヲ
謀
ル
ニ
汲
々
ト
シ
、
到
底
本
令
施
行
ニ
付
幾
分
ノ
増
価
ヲ
要
ス
ル
モ
幾
ラ
ノ
削
利
ト
ナ
リ
、
活
計
上
難
忍
、
亦
相
当
ス
ル
ノ

代
価
ニ
セ
ン
ト
ス
レ
ハ
驚
ヘ
キ
ノ
高
価
ト
ナ
リ
、
価
額
ハ
営
業
者
ノ
適
宜
ト
雖
、
其
営
業
者
ス
ラ
愕
然
タ
リ

品
質
が
悪
化
す
れ
ば
販
売
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
営
業
者
は
新
し
い
売
薬
に
交
換
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
り
廃
棄
し
た

売
薬
へ
貼
付
し
て
い
た
印
紙
は
無
効
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
印
紙
は
定
価
に
準
じ
て
税
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
営
業
者
は
請

売
者
・
行
商
人
に
対
し
割
引
を
行
っ
て
お
り
、
利
益
は
少
な
く
、
税
負
担
が
重
く
の
し
か
か
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
同
法
を
速
や
か
に

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
（
本
村
）

一
九
一（

三
）



改
正
し
て
ほ
し
い
と
の
主
張
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
上
申
書
」
で
は
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
売
薬
規
則
へ
対
し
て
も
言
及
し
て
い
る
。

明
治
十
年
第
七
号
公
布
売
薬
規
則
第
八
条
ニ
満
五
ヶ
年
ヲ
以
テ
免
許
期
限
ト
ス
云
々
、
更
ニ
鑑
札
願
受
ヘ
シ
ト
ア
ル
ハ
、
営
業
ヲ
継
続

（
マ
マ
）

ス
ル
カ
タ
メ
鑑
札
書
換
ヲ
請
迄
ト
愚
考
仕
候
処
、
昨
年
来
ヨ
リ
鑑
札
書
換
ハ
新
規
同
様
ト
見
傚
シ
、
更
ニ
徴
税
ス
ベ
シ
ト
其
筋
ヨ
リ
達

ノ
旨
ヲ
以
テ
戸
長
ヨ
リ
通
達
ニ
相
成
、
之
重
複
ニ
非
哉
ト
疑
義
ヲ
生
シ
候
得
共
、
官
命
難
辞
、
納
税
仕
置
キ
、
猶
熟
考
ス
ル
ニ
、
該
条

ニ
営
業
鑑
札
云
々
、
更
ニ
鑑
札
ヲ
願
受
ヘ
シ
ト
ア
リ
テ
、
其
他
第
弐
章
中
興
廃
及
有
毒
発
見
等
ノ
税
金
徴
収
法
ハ
明
記
セ
ラ
ル
ヽ
モ
、

（
マ
マ
）

未
タ
継
続
営
業
ニ
付
重
複
徴
税
ノ
明
文
無
之
、
且
新
規
同
様
ト
見
傚
ス
ト
ノ
明
文
モ
ナ
シ
（
中
略
）
実
際
重
複
税
タ
レ
ハ
条
理
ニ
於
テ

（
マ
マ
）

モ
尠
シ
ク
、
穏
当
ナ
ラ
サ
レ
ハ
之
ヲ
負
担
ス
ル
ノ
営
業
者
ハ
実
ニ
難
堪
義
ニ
御
座
候
得
者
、
満
期
鑑
札
書
換
ヲ
請
ハ
実
際
上
ニ
基
キ
、

継
続
営
業
ト
シ
テ
鑑
札
料
ノ
外
重
複
税
ヲ
免
セ
ラ
レ
候
様
御
詮
議
相
成
度
、
実
際
難
堪
事
情
具
申
奉
請
願
候

売
薬
規
則
第
八
条
の
免
許
期
限
と
そ
の
書
換
に
関
わ
っ
て
で
あ
る
。
営
業
を
継
続
す
る
場
合
は
、
単
に
書
換
を
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い

た
が
、
鑑
札
書
換
は
新
規
同
様
と
見
な
さ
れ
、
徴
税
対
象
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
重
複
税
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
日
野
地
域

の
営
業
者
に
と
っ
て
、
売
薬
印
紙
規
則
・
売
薬
規
則
と
も
に
負
担
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
売
薬
印
紙
税
に
対
す
る
反
発
は
日
野
売
薬
同
様
、
各
売
薬
産
地
で
も
起
こ
っ
て
お
り
、
政
府
は
売
薬
の
特
殊
性
を
改
め
て
理
解
す
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
残
薬
の
場
合
、
貼
付
さ
れ
た
印
紙
を
新
印
紙
と
交
換
す
る
こ
と
を
定
め
た
売
薬
印
紙
交
換
規
則
を
明
治
一
九
年
（
一
八

八
六
）
七
月
に
出
す
に
い
た
る
。
こ
れ
に
よ
り
売
薬
業
者
た
ち
の
税
負
担
そ
の
も
の
は
幾
分
緩
和
さ
れ
る
が
、
売
薬
へ
の
印
紙
貼
付
実
施
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る１５

。

課
税
を
も
っ
て
売
薬
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
政
府
の
方
針
は
そ
の
後
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
各
売
薬
産
地
か
ら
は
不
平
の
声
が

噴
出
し
つ
づ
け
た
。
日
野
地
域
で
は
滋
賀
県
売
薬
非
増
税
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
一
〇
月
、「
陳
情
書
」
を
内
閣

一
九
二（

四
）



総
理
大
臣
大
隈
重
信
・
内
務
大
臣
板
垣
退
助
・
大
蔵
大
臣
松
田
正
久
へ
あ
て
て
い
る１６

。
な
お
こ
の
同
盟
は
名
称
に
滋
賀
県
と
冠
し
て
い
る
よ

う
に
、
中
井
源
三
郎
を
筆
頭
と
し
て
正
野
玄
三
ら
日
野
地
域
の
売
薬
業
者
三
十
名
以
外
に
、
日
野
に
近
い
甲
賀
売
薬
な
ど
滋
賀
県
下
の
売
薬

業
者
十
六
名
を
加
え
た
合
計
四
十
六
名
が
名
を
連
ね
て
い
た１７

。
事
務
所
は
日
野
町
大
窪
に
お
か
れ
た１８

。
で
は
ど
の
よ
う
な
陳
情
で
あ
っ
た
か

の
か１９

。聞
ク
今
回
政
府
ハ
戦
後
経
営
増
税
ノ
一
方
法
ト
シ
テ
、
売
薬
税
ニ
対
シ
従
来
ノ
過
重
税
ニ
比
シ
尚
ホ
幾
倍
ノ
増
税
ヲ
課
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
議

ア
リ
ト
、
果
シ
テ
真
ナ
ル
カ
、
是
レ
某
等
座
視
ス
ル
能
ハ
ス
、
聊
カ
卑
見
ヲ
開
陳
シ
テ
閣
下
ノ
一
考
ヲ
仰
カ
ン
ト
ス

抑
モ
売
薬
ハ
中
流
以
下
ノ
社
会
ニ
於
テ
據
リ
テ
以
テ
疾
病
ヲ
治
療
ス
ル
ノ
要
具
ト

需
用
セ
ラ
ル
ヽ
者
ナ
リ
、
彼
ノ
酒
煙
草
香
粉
ノ
如

キ
嗜
好
品
則
チ
快
楽
ノ
為
メ
ニ
供
給
セ
ル
ヽ
者
ト
同
一
視
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
然
ル
ニ
今
日
是
等
嗜
好
品
ニ
対
シ
テ
ハ
偶
々
課
税
ヲ
免
ル
ヽ

者
ア
ル
ニ
モ
不
拘
、
俄
然
下
等
社
会
ノ
救
済
神
ト
モ
謂
フ
ヘ
キ
売
薬
ニ
対
シ
、
従
来
ノ
課
税
ニ
尚
ホ
幾
倍
ノ
重
税
ヲ
課
セ
ラ
ル
ヽ
如
キ

ハ
、
只
ニ
租
税
ノ
公
平
ヲ
失
ス
ル
而
已
ナ
ラ
ス
、
社
会
中
流
以
下
ノ
貧
民
疾
病
ニ
苦
シ
ミ
創
痍
ニ
呻
吟
ス
ル
者
ニ
向
テ
、
特
ニ
過
重
ノ

間
税
ヲ
負
担
セ
シ
ム
ル
者
ナ
リ
ト
謂
ハ
サ
ル
可
ラ
ス
、
加
之
幾
倍
ノ
重
税
ヲ
課
セ
ラ
ル
ヽ
ト
セ
バ
、
勢
ヒ
其
価
格
ヲ
上
ケ
サ
ル
ヲ
不
得
、

価
格
ヲ
昇
騰
セ
シ
ム
ル
ハ
即
チ
需
用
者
タ
ル
下
等
貧
民
ヲ
苦
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ

「
戦
後
経
営
増
税
」
と
は
、
日
清
戦
争
に
よ
る
戦
費
増
大
と
そ
れ
を
ま
か
な
う
た
め
の
増
税
で
あ
ろ
う
。
売
薬
に
対
し
て
新
た
に
課
税
さ

れ
る
こ
と
を
懸
念
し
、
売
薬
へ
の
課
税
は
売
薬
需
要
者
で
あ
る
下
層
貧
民
を
苦
し
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
そ
も
そ
も
売
薬
が
課
税

対
象
と
な
る
こ
と
自
体
に
疑
問
を
感
じ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
売
薬
へ
課
税
し
た
と
こ
ろ
で
、
歳
入
増
加
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
を
、

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

売
薬
税
ノ
増
徴
ヨ
リ
二
百
萬
円
ノ
財
源
ヲ
得
ン
ト
期
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ヽ
如
シ
ト
雖

、
是
レ
決
シ
テ
予
期
ノ
収
入
ヲ
得
ル
能
ハ
ス
、
如

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
（
本
村
）

一
九
三（

五
）



何
ト
ナ
レ
バ
売
薬
税
ハ
所
謂
間
接
税
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
其
負
担
ハ
一
ニ
需
用
者
ニ
ア
ル
者
ノ
如
ク
ナ
レ

、
売
薬
ハ
十
中
ノ
八
マ
テ
ハ
委

托
販
売
ノ
習
慣
ニ
シ
テ
、
即
チ
売
リ
上
リ
金
ヲ
以
テ
原
価
ヲ
支
払
フ

ト
成
リ
居
ル
ニ
ヨ
リ
、
今
俄
ニ
二
倍
或
ハ
三
倍
ノ
重
税
ヲ
課
ス

ル

ハ
営
業
者
ハ
相
継
テ
廃
業
ス
ル
ノ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
至
ル
ヘ
ク
、
需
用
者
モ
亦
俄
ニ
其
価
ヲ
高
フ
ス
ル
ノ
結
果
、
大
ニ
其
需
用
ヲ

減
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
、
然
ル

ハ
只
ニ
増
税
ノ
目
的
ヲ
遂
ク
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
却
テ
減
少
ノ
結
果
ヲ
見
ル
ハ
炳
焉
ト
シ
テ
明

ラ
カ
ナ
リ
、
又
或
説
ニ
今
回
ノ
増
税
ハ
売
薬
其
物
ヲ
禁
止
ノ
目
的
ニ
ア
リ
ト
、
果
シ
テ
如
斯
目
的
タ
リ
ト
セ
ハ
宣
布
正
法
ヲ
以
テ
取
締

マ
ラ
ル
ベ
シ
、
何
ソ
禁
止
ス
ル
ニ
重
過
税
ヲ
以
テ
セ
ラ
ル
ヽ
如
キ
ハ
不
当
モ
又
甚
シ
キ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ヤ
、
以
上
ノ
理
由
ニ
依
リ
、
売
薬

税
増
加
ハ
啻
ニ
不
当
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
之
レ
ヲ
実
行
ス
ル
モ
予
期
ノ
歳
入
ヲ
収
ム
ル
能
ハ
サ
ル
ヲ
恐
ル
ヽ
ナ
リ

間
接
税
で
あ
る
売
薬
税
は
需
要
者
が
そ
れ
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
売
薬
は
委
託
販
売
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
売
薬
営
業
者
た

ち
は
、
そ
の
売
上
金
を
も
っ
て
原
価
の
支
払
い
を
行
う
。
そ
れ
ゆ
え
増
税
に
と
も
な
っ
て
売
薬
を
値
上
げ
す
れ
ば
、
当
然
需
要
は
減
少
し
、

そ
の
結
果
、
営
業
者
の
廃
業
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
は
税
収
そ
の
も
の
が
減
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
課
税
を
も
っ
て
、

売
薬
を
廃
止
へ
追
い
込
も
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
不
当
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
歳
入
増
加
に
つ
な
が
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
な
お

こ
の
よ
う
な
反
発
は
そ
の
後
も
続
き
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
一
〇
月
四
日
に
は
、
日
野
売
薬
六
名
・
甲
賀
売
薬
五
名
か
ら
な
る
滋
賀

県
売
薬
営
業
者
総
代
が
滋
賀
県
知
事
鈴
木
定
直
へ
「
売
薬
増
税
ニ
関
ス
ル
陳
情
書
」
を
提
出
し
て
い
る２０

。
日
野
売
薬
は
甲
賀
売
薬
な
ど
滋
賀

県
下
の
他
の
売
薬
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
反
対
運
動
を
展
開
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
単
に
反
対
を
主
張
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
野
売
薬
自
身
も
売
薬
行
政
と
対
峙
す
る
中
で
、
旧
来
の
姿
勢
を
改
め
て
い
く
よ

う
に
な
る
。
明
治
二
二
年（
一
八
八
九
）六
月
、
近
江
日
野
売
薬
業
組
合
が
設
立
さ
れ
る
。
同
組
合
は
日
野
地
域
の
売
薬
営
業
者
・
請
売
者
・

行
商
人
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、「
近
江
日
野
売
薬
業
組
合
規
約
書
」
に
よ
る
と
そ
の
目
的
は
「
各
自
取
扱
ノ
売
薬
ノ
粗
製
濫
売
ノ
弊
ヲ
矯
正

一
九
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シ
、
益
改
良
増
殖
ヲ
謀
リ
、
販
売
上
信
用
ヲ
厚
カ
ラ
シ
メ
ン
為
メ
徳
義
ヲ
守
リ
、
商
業
福
利
増
進
ス
ル
」
こ
と
と
さ
れ
た２１

。
な
お
薬
は
人
命

に
関
わ
る
た
め
、
近
世
期
よ
り
日
野
町
で
は
合
薬
仲
間
を
結
成
し
、
製
造
や
販
売
に
対
し
自
主
規
制
を
行
っ
て
き
た２２

。
新
し
い
売
薬
業
の
あ

り
方
を
前
に
、
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
組
織
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
野
売
薬
の
存
続
策
を
模
索
し
て
い
っ
た
と
い
え
る２３

。

第
二
章

地
域
の
変
容
と
正
野
玄
三

さ
て
大
正
期
に
入
る
と
、
滋
賀
県
売
薬
業
組
合
聯
合
会
（
以
下
、
聯
合
会
）
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
聯
合
会
は
大
正
三
年
（
一
九

一
四
）
の
結
成
当
初
、
近
江
日
野
売
薬
業
組
合
と
甲
賀
売
薬
の
近
江
徳
盛
会
・
甲
賀
売
薬
業
組
合
・
売
薬
神
農
会
組
合
か
ら
組
織
さ
れ
て
い

た
が２４

、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
は
野
洲
郡
薬
業
組
合
な
ど
八
組
合
が
加
入
し
、
順
次
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
い
っ
た２５

。
事
務
所
は
日
野

町
大
窪
に
設
置
さ
れ２６

、
大
正
三
年
二
月
か
ら
大
正
四
年
四
月
の
会
長
は
日
野
売
薬
の
正
野
玄
三
で
あ
っ
た２７

。
事
務
所
設
置
・
会
長
選
出
と
も

に
日
野
売
薬
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、
近
江
売
薬
の
中
で
も
日
野
売
薬
は
そ
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
聯
合
会
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
滋
賀
県
売
薬
業
組
合
聯
合
会
々
則
」
に
よ
る
と
、
そ
の
事
業
内
容
は

「
会
員
営
業
上
ノ
利
益
ヲ
保
護
ス
ル
為
メ
関
係
官
庁
ニ
意
見
ヲ
開
陳
」
す
る
と
あ
る２８

。
売
薬
行
政
へ
の
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
通

り
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
展
開
か
ら
、
次
第
に
そ
の
枠
組
み
を
こ
え
た
連
携
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
設
立
さ

れ
た
売
薬
業
組
合
を
核
と
す
る
聯
合
会
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
で
、
滋
賀
県
下
の
売
薬
業
者
の
意
見
は
、
す
べ
て
こ
こ
へ
集
約
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
聯
合
会
で
は
「
他
ノ
組
合
団
体
ト
気
脈
ヲ
通
シ
且
必
要
ナ
ル
事
項
ヲ
協
定
」
す
る
こ
と
も
行
っ
た２９

。
な
お
こ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

全
国
組
織
で
あ
る
中
央
売
薬
業
同
盟
会
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
中
央
売
薬
業
同
盟
会
は
、「
売
薬
ニ
関
ス
ル
制
度
及
利
害
ヲ
調
査
研
究
」
し
、

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
（
本
村
）

一
九
五（

七
）



「
意
見
ヲ
帝
国
議
会
政
府
其
他
ノ
関
係
官
庁
ヘ
開
陳
」
す
る
こ
と
な
ど
を
主
な
事
業
と
し３０

、
年
一
回
開
か
れ
る
会
議
で
は
、
各
売
薬
産
地
の

代
表
が
集
ま
り
意
見
が
交
換
さ
れ
た３１

。
聯
合
会
で
も
「
関
係
官
庁
ニ
意
見
ヲ
開
陳
」
す
る
と
し
て
い
た
が
、
中
央
売
薬
業
同
盟
会
を
介
し
、

そ
の
内
容
を
よ
り
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
中
央
売
薬
業
同
盟
会
の
創
立
第
一
回
議
員
会
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
一
・
二

日
に
滋
賀
県
大
津
市
に
て
開
催
さ
れ３２

、
聯
合
会
会
長
で
あ
る
正
野
が
そ
の
会
長
に
選
ば
れ
た３３

。

ま
た
聯
合
会
で
は
「
内
地
ハ
勿
論
海
外
ニ
視
察
員
ヲ
派
遣
シ
、
営
業
上
ノ
実
情
ヲ
視
察
シ
、
世
界
ノ
大
勢
ニ
悖
ラ
サ
ル
様
努
」
め
た３４

。
大

正
三
年
（
一
九
一
四
）
七
月
六
日
よ
り
会
長
で
あ
る
正
野
と
橋
田
治
右
衛
門
・
大
北
岩
吉
の
三
名
で
、
売
薬
の
市
場
視
察
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
大
北
は
途
中
よ
り
別
行
動
を
と
る
が
、
正
野
と
橋
田
の
二
名
は
八
月
二
日
ま
で
の
二
十
八
日
間
に
、
ま
ず
北
部
九
州
を
大
分
・
熊

本
・
佐
賀
・
長
崎
・
福
岡
の
順
に
検
分
し
、
そ
の
後
、
下
関
か
ら
釜
山
へ
渡
り
、
京
城
・
開
城
・
平
壌
・
安
東
県
・
仁
川
・
大
邸
を
そ
れ
ぞ

れ
ま
わ
り
、
再
び
釜
山
か
ら
下
関
へ
戻
り
、
帰
路
に
つ
く
と
い
う
旅
程
を
と
っ
た３５

。

「
視
察
調
査
事
項
報
告
書
」
か
ら
正
野
と
橋
田
の
行
動
を
追
っ
て
み
る
。
北
部
九
州
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
県
庁
へ
お
も
む
き
衛
生
課
長
や
主

任
技
師
と
面
談
し
、
売
薬
の
製
産
状
況
や
主
な
営
業
者
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
県
庁
で
そ
の
地
の
売
薬
業
関
係

者
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
す
ぐ
さ
ま
訪
問
の
上
、
商
況
な
ど
を
聞
い
て
い
る
。
ど
の
県
も
お
お
む
ね
売
薬
の
販
売
状
況
は
好
調
で
あ
り
、
特

に
新
聞
広
告
を
通
じ
て
、
新
た
に
九
州
以
外
の
売
薬
が
入
り
込
ん
で
き
て
い
る
こ
と
な
ど
に
興
味
を
示
し
て
い
る３６

。

さ
ら
に
朝
鮮
・
満
州
地
方
へ
渡
っ
て
か
ら
も
、
担
当
官
庁
や
現
地
の
日
本
人
売
薬
業
者
な
ど
へ
同
様
の
聴
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
日
本
国
内
と
朝
鮮
地
方
で
は
売
薬
行
政
の
あ
り
方
が
異
な
っ
て
お
り
、
内
地
薬
を
移
入
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
政
府
の
許
可
を
受
け

た
薬
で
あ
っ
て
も
、
新
た
に
朝
鮮
総
督
府
の
許
可
手
続
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
朝
鮮
総
督
府
警
察
部
に
て
衛
生
課
長
と
面
談
の
際
、「
滋

賀
県
売
薬
業
組
合
聯
合
会
ノ
意
見
ト
シ
テ
移
入
手
続
キ
撤
廃
」
を
懇
請
し
た
。
ま
た
そ
の
他
、
大
邱
に
て
は
朝
鮮
王
の
元
侍
従
で
あ
り
、
薬

一
九
六（
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業
家
と
し
て
朝
鮮
全
土
へ
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
李
観
化
と
、
数
時
間
に
わ
た
り
意
見
交
換
も
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
視
察

調
査
か
ら
「
朝
鮮
地
方
ニ
於
ケ
ル
売
薬
拡
張
ノ
将
来
ヲ
案
ス
ル
ニ
、
方
法
ノ
適
度
ヲ
得
ル
ニ
ア
レ
ハ
、
優
ニ
発
展
ノ
余
地
ア
ル
モ
ノ
ト
確
信

ス
」
と
の
見
解
を
ま
と
め
、
海
外
へ
の
販
路
拡
大
に
今
後
の
活
路
を
見
い
だ
す
こ
と
に
な
っ
た３７

。

と
こ
ろ
で
聯
合
会
の
活
動
を
見
て
み
る
と
、
会
長
正
野
自
ら
の
積
極
的
関
与
が
目
立
つ
。
正
野
が
会
長
職
を
辞
し
た
後
に
贈
ら
れ
た
感
謝

状
に
も
「
貴
下
ハ
本
会
ノ
創
設
ニ
斡
旋
シ
、
爾
来
会
長
ニ
就
任
シ
、
克
ク
其
ノ
責
務
ヲ
尽
サ
ル
為
メ
ニ
本
会
ノ
基
礎
確
立
シ
、
斯
業
ノ
発
展

ニ
資
益
セ
ル
コ
ト
甚
大
ナ
リ
」
と
そ
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
て
い
る３８

。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
正
野
の
取
り
組
み
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

一
一
月
に
開
業
し
た
江
州
日
野
製
剤
株
式
会
社
の
経
営
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
る３９

。

江
州
日
野
製
剤
は
日
野
売
薬
の
橋
田
治
右
衛
門
・
大
野
与
三
右
衛
門
・
藤
岡
六
兵
衛
・
久
野
周
済
堂
（
久
野
秀
夫
）・
中
井
源
三
郎
の
五

名
の
営
業
を
合
併
し
、
資
本
金
十
五
万
円
で
日
野
町
大
窪
に
設
立
さ
れ
た４０

。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
月
に
出
さ
れ
た
売
薬
法
を
意
識
し
、

同
社
は
品
質
本
意
の
有
効
売
薬
調
剤
を
目
指
し
た４１

。
同
法
に
お
い
て
売
薬
は
、
薬
剤
師
や
医
師
な
ど
が
調
製
し
販
売
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
科
学
的
合
理
性
を
持
ち
、
無
害
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
効
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る４２

。
な
お

政
府
は
こ
れ
ま
で
に
も
売
薬
に
対
す
る
品
質
取
締
は
厳
し
く
行
っ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
売
薬
規
則
以
来
、

売
薬
の
定
義
は
「
丸
薬
・
膏
薬
・
煉
薬
・
水
薬
・
散
薬
・
煎
薬
等
、
家
方
ヲ
以
テ
合
剤
シ
販
売
ス
ル
モ
ノ４３

」
と
い
う
あ
い
ま
い
な
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
売
薬
法
の
制
定
は
、
こ
れ
ら
家
伝
に
よ
る
調
剤
を
原
則
禁
止
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た４４

。
売
薬
免
許
を
す
で
に
得
て

い
る
者
に
つ
い
て
は
、
一
代
限
り
に
お
い
て
営
業
を
譲
渡
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
が４５

、
そ
れ
は
一
時
的
な
対
処
法
で
し
か
な
く
、
日
野

売
薬
の
者
た
ち
も
否
応
な
し
に
営
業
転
換
を
せ
ま
ら
れ
た
。
江
州
日
野
製
剤
で
は
西
川
泰
二
郎
を
主
任
薬
剤
師
と
し
て
迎
え
、
各
家
伝
薬
を

新
た
に
調
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た４６

。

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
（
本
村
）

一
九
七（

九
）



江
州
日
野
製
剤
の
重
役
構
成
は
、
取
締
役
社
長
に
正
野
玄
三
、
常
務
取
締
役
に
久
野
秀
夫
・
橋
田
治
右
衛
門
・
大
野
与
三
右
衛
門
・
奥
村

政
治
郎
、
取
締
役
に
近
藤
市
右
衛
門
・
磯
崎
正
吉
、
監
査
役
に
石
岡
清
蔵
・
岡
本
与
三
松
・
岡
平
兵
衛
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た４７

。
旧
営
業
者

は
藤
岡
と
中
井
を
除
い
て
は
常
務
取
締
役
と
な
っ
て
い
る４８

。
な
お
そ
も
そ
も
自
家
の
営
業
が
こ
の
合
併
に
含
ま
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
正
野
が
社
長
へ
就
任
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
前
日
野
町
長
石
岡４９

な
ど
日
野
地
域
の
有
力
者
も
メ
ン
バ
ー
に
含
ま
れ
て
い
る

が
、
監
査
役
に
す
ぎ
な
い
。
一
方
、
取
締
役
に
名
を
連
ね
て
い
る
近
藤
と
磯
崎
は
、
そ
れ
ぞ
れ
彦
根
町
、
大
津
市
の
薬
種
商
で
あ
る５０

。
複
数

名
の
営
業
を
合
併
す
る
に
あ
た
り
、
日
野
地
域
以
外
か
ら
も
重
役
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
経
営
の
公
正
を
は
か
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
は
聯
合
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
か
し
た
も
の
で
あ
り
、
正
野
で
な
け
れ
ば
不
可
能
な
人
選
と
い
え
よ
う
。

会
社
の
詳
細
な
経
営
内
容
や
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
社
長
で
あ
る
正
野
へ
常
務
取
締
役
久
野
が
随
時
指
示
を
あ
お

ぐ
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
開
業
前
後
は
正
野
自
身
も
会
社
へ
頻
繁
に
出
社
し
て
い
た
が５１

、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
二

月
頃
か
ら
は
出
社
回
数
が
減
少
し
は
じ
め
た
。
し
か
し
そ
れ
に
変
わ
っ
て
毎
朝
久
野
が
正
野
家
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
っ
た５２

。
印
紙
購
入
費
用

五
十
円
の
決
済
な
ど
、
問
い
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る５３

。

ま
た
決
済
事
項
に
関
わ
っ
て
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
六
月
、
京
都
の
小
西
な
る
人
物
が
支
払
い
を
求
め
て
江
州
日
野
製
剤
へ
来
社
す

る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
詳
し
い
経
緯
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
せ
め
て
千
円
だ
け
で
も
支
払
っ
て
ほ
し
い
と
す
る
小
西
に
会
社

側
は
「
橋
田
名
義
約
手
に
て
三
〇
〇
円
に
て
辛
抱
な
し
呉
候
様
」
伝
え
た
が
、
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
最
終
的
に
「
会
社
名
に

て
六
〇
〇
円
ノ
約
手
ヲ
渡
す
」
こ
と
で
解
決
を
は
か
っ
た
。
そ
し
て
久
野
が
正
野
へ
「
約
手
○
印
の
処
へ
社
長
印
御
捺
印
被
下
度
」
依
頼
を

し
た５４

。
お
そ
ら
く
小
西
は
正
野
が
押
印
す
る
会
社
名
義
の
約
束
手
形
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
条
件
を
聞
き
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正

野
は
会
社
の
対
外
的
信
用
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
八（
一
〇
）



さ
ら
に
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
七
月
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
月
末
金
融
予
算
」
を
見
る
と
、「
社
長
時
借
」
と
し
て
千
五
百
円
が
計
上

（
大
野
）

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
社
長
返
」
二
百
円
、「
橋
田
か
し
」・「
大
の
か
し
」
百
円
ず
つ
の
記
載
も
見
受
け
ら
れ
る５５

。
正
野
は
会
社
や

旧
営
業
者
に
対
し
、
恒
常
的
に
金
銭
面
で
の
援
助
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

ま
た
江
州
日
野
製
剤
は
朝
鮮
大
邱
京
町
に
支
店
を
有
し
て
い
た５６

。
聯
合
会
が
実
施
し
た
北
部
九
州
お
よ
び
朝
鮮
・
満
州
地
方
へ
の
売
薬
市

場
視
察
調
査
は
、
同
社
が
設
立
さ
れ
る
直
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
の
視
察
員
で
あ
っ
た
正
野
と
橋
田
が
と
も
に
同
社
の
経
営
に
た
ず
さ

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
の
視
察
は
支
店
設
置
を
視
野
に
入
れ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
な
お
大
邱
は
朝
鮮
で
最
大
規
模
と
さ
れ

る
漢
薬
市
が
年
二
回
開
催
さ
れ
、
各
地
か
ら
商
人
な
ど
が
数
多
く
集
ま
っ
た５７

。
大
邱
は
日
本
か
ら
の
移
入
薬
を
新
規
に
流
通
さ
せ
る
上
で
、

理
に
か
な
っ
た
地
で
あ
っ
た
。
開
業
に
先
立
ち
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
九
月
二
二
日
に
朝
鮮
へ
向
け
て
出
張
員
が
派
遣
さ
れ５８

、
大
津
市
出

身
の
東
郷
成
憲
が
支
店
長
と
し
て
現
地
を
差
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た５９

。

し
か
し
視
察
の
際
に
正
野
ら
が
大
邱
で
面
談
し
た
李
観
化
を
支
店
経
営
に
関
わ
ら
せ
た
こ
と
が
問
題
を
生
じ
さ
せ
た
。
李
は
「
如
何
ナ
ル

売
薬
ニ
テ
モ
李
観
化
ニ
托
セ
ハ
多
数
ニ
販
売
セ
ラ
ル
ヽ
者
ノ
如
シ
」
と
の
評
判
で
あ
っ
た
が６０

、
次
第
に
東
郷
ら
本
社
出
張
員
と
意
見
が
対
立

す
る
よ
う
に
な
り
、
支
店
の
中
に
混
乱
を
ま
ね
い
た６１

。
そ
の
た
め
商
況
は
好
調
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず６２

、
大
邱
支
店
は
大
正
五
年
（
一

九
一
六
）
六
月
に
整
理
さ
れ
る
に
い
た
る６３

。

な
お
正
野
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
一
〇
月
に
社
長
の
職
を
辞
し
て
お
り６４

、
そ
の
在
任
期
間
は
一
年
に
す
ぎ
な
い
。
新
設
企
業
の
経
営

を
軌
道
に
の
せ
、
そ
の
責
務
を
果
し
終
え
て
の
退
任
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
で
は
そ
も
そ
も
な
ぜ
正
野
が
社
長
と
な
り
え
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
こ
で
大
正
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
日
野
町
内
の
功
績
者
調
査
書
か
ら
、
正
野
と
江
州
日
野
製
剤
に
つ
い
て
の
記
載
を
見

て
み
よ
う６５

。

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
（
本
村
）

一
九
九（
一
一
）



本
町
ハ
往
昔
ヨ
リ
売
薬
ヲ
製
造
シ
各
地
ニ
行
商
シ
、
斯
業
ノ
産
額
ヤ
実
ニ
我
町
ノ
冠
タ
リ
、
然
ル
ニ
売
薬
法
ノ
改
正
ニ
伴
ヒ６６

、
小
営
業

者
ニ
於
テ
ハ
将
来
経
営
ノ
困
難
ナ
ル
ヲ
看
取
シ
、
大
正
三
年
江
州
日
野
製
剤
株
式
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
計
画
ヲ
樹
テ
創
立
委
員
ト
ナ
リ
、

遂
ニ
設
立
ノ
目
的
ヲ
達
シ
、
同
会
社
々
長
ニ
選
ハ
レ
、
之
レ
カ
経
営
発
展
上
ニ
努
力
セ
ラ
レ
、
其
功
績
実
ニ
尠
カ
ラ
ス

江
州
日
野
製
剤
の
設
立
主
旨
は
、
売
薬
法
に
基
づ
い
た
品
質
本
意
の
調
剤
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、

そ
の
よ
う
な
売
薬
法
へ
の
対
応
が
難
し
く
、
経
営
難
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
売
薬
業
者
を
救
済
す
る
た
め
の
合
併
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
近
世
期
以
来
続
く
、
日
野
売
薬
の
存
続
の
た
め
、
こ
の
事
業
を
主
体
的
に
組
織
・
運
営
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た

の
が
正
野
で
あ
っ
た
。

な
お
正
野
玄
三
家
は
元
禄
期
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
に
日
野
地
域
で
最
初
に
製
薬
業
を
開
始
し
た
家
で
あ
る
。
当
主
で
あ
る
八
代
玄

三
は
聯
合
会
会
長
以
外
に
も
日
野
町
長
な
ど
地
域
の
公
職
を
多
数
歴
任
し
て
お
り
、
道
路
の
改
修
や
電
信
架
設
の
実
施
、
戦
時
国
債
へ
の
応

募
の
他
、
近
江
鉄
道
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
内
の
企
業
経
営
へ
も
数
多
く
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る６７

。
こ
の
よ
う
な
正
野
の
活
動
か
ら
は
、
地
域

（
正
野
）

の
公
益
を
追
求
す
る
名
望
家６８

と
し
て
姿
勢
を
見
い
だ
せ
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
「
町
民
亦
氏
ノ
徳
望
ヲ
慕
」
う
が
ゆ
え６９

、
地
域
の
期

待
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

で
は
売
薬
法
へ
の
対
応
が
危
ぶ
ま
れ
た
売
薬
業
者
、
つ
ま
り
江
州
日
野
製
剤
の
旧
営
業
者
で
あ
る
橋
田
・
大
野
・
藤
岡
・
久
野
・
中
井
の

五
名
と
正
野
の
違
い
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
一
口
に
同
じ
日
野
地
域
の
売
薬
業
者
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
そ
の
営
業
方
法
や
規
模
は
異
な
っ
て

い
た
。

ま
ず
営
業
方
法
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
売
薬
規
則
に
お
い
て
区
分
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
家
で
製
薬

業
を
営
む
正
野
は
売
薬
営
業
者
に
あ
た
る
。
た
だ
し
正
野
は
日
野
以
外
に
大
阪
北
浜
へ
支
店
を
有
し
、
売
薬
の
製
造
卸
売
業
を
展
開
し
て
い

二
〇
〇（
一
二
）



た７０

。
ま
た
中
井
の
場
合
、
栃
木
県
太
田
原
に
出
店
を
構
え
て
い
た
が
、
売
薬

は
さ
ま
ざ
ま
営
む
事
業
の
内
の
一
つ
で
あ
り
、
請
売
り
を
し
て
い
る
に
す
ぎ

な
か
っ
た７１

。
そ
れ
に
対
し
藤
岡
の
場
合
は
売
薬
の
販
売
を
メ
イ
ン
と
し
て
い

る
が
、
店
舗
を
構
え
な
い
行
商
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る７２

。
な
お
橋
田
・
大

野
・
久
野
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
営
業
形
態
で
あ
っ
た
の
か
詳
細
は
つ

か
め
な
い
。

次
に
営
業
規
模
の
違
い
を
、【
表
１
】
か
ら
を
見
て
み
る
。
ま
ず
明
治
三

一
年
（
一
八
九
八
）
の
営
業
税
額
で
比
較
し
て
み
よ
う
。
正
野
・
橋
田
・
藤

岡
し
か
判
明
し
な
い
が
、
橋
田
・
藤
岡
は
正
野
の
三
分
の
二
程
度
の
営
業
税

額
に
す
ぎ
な
い
。
次
に
明
治
二
三
年
度
（
一
八
九
〇
）
と
大
正
四
年
度
（
一

九
一
五
）
の
日
野
町
に
お
け
る
県
税
戸
数
割
負
担
の
等
級
か
ら
、
各
売
薬
業

者
の
ラ
ン
ク
を
比
べ
て
み
る
。
日
野
町
に
住
居
し
て
い
な
い
西
大
路
村
の
藤

岡
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
正
野
の
場
合
、
明
治
二
三
年
度
は
四
〇
等

級
中
一
等
級
、
大
正
四
年
度
は
三
〇
等
級
中
三
等
級
に
位
置
し
て
い
る
。
ま

た
中
井
の
場
合
、
前
者
が
二
等
級
で
後
者
は
八
等
級
で
あ
っ
た
。
上
位
等
級

ほ
ど
税
負
担
は
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
人
の
営
業
規
模
は
日
野
町

内
に
お
い
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
他
の
者
た

【表１】 正野および江州日野製剤旧営業者の営業規模

大正４年度
（１９１５）

戸数割等級
（３０等級）

３
８
１４
１９

１９

出典：「日本全国商工人名録」（第２版・明治３１年）渋谷隆一編『都道府
県別資産家地主総覧（滋賀・和歌山編）』所収，日本図書センター，
１９９１年・「滋賀県蒲生郡日野町会決議」正野玄三家文書（＃３９８５）・
「日野町会決議録」正野玄三家文書（＃２１１９）

備考：久野は北比都佐村十禅寺出身であるが，大正４年度より新規で日
野町にて県税戸数割負担を行っている。

明治２３年度
（１８９０）

戸数割等級
（４０等級）

１
２
２９
３９

明治３１年
（１８９８）

営 業 税
（円）

４０，８６０

２６，０００

２２，０００

正野玄三
中井源三郎
橋田治右衛門
大野与三右衛門
藤岡六兵衛
久野秀夫

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
（
本
村
）

二
〇
一（
一
三
）



ち
に
つ
い
て
は
、
橋
田
は
明
治
二
三
年
度
に
二
九
等
級
、
大
正
四
年
度
に
一
四
等
級
、
大
野
は
そ
れ
ぞ
れ
三
九
等
と
一
九
等
級
、
久
野
は
大

正
四
年
度
の
み
で
あ
る
が
大
野
と
同
じ
く
一
九
等
級
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
営
業
規
模
で
比
較
す
る
と
、
正
野
・
中
井
と
橋
田
・
大
野
・
藤
岡
・
久
野
で
は
そ
の
差
が
大
き
く
開
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
た
だ
し
中
井
の
場
合
は
売
薬
以
外
の
事
業
も
営
ん
で
お
り
、
売
薬
の
み
で
の
事
業
展
開
を
考
慮
す
る
と
、
正
野
が
日
野
地
域
の
中
で
は

突
出
し
た
存
在
と
な
っ
た
。
明
治
期
以
降
、
売
薬
行
政
の
変
革
の
波
は
等
し
く
売
薬
業
者
へ
押
し
寄
せ
た
。
こ
の
事
態
は
正
野
よ
り
も
、
橋

田
・
大
野
・
藤
岡
・
久
野
の
よ
う
な
小
規
模
業
者
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
売
薬
法
の
制
定
は
、
彼
ら
が
営
業
を
持
続

す
る
こ
と
を
さ
ら
に
困
難
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
手
を
さ
し
の
べ
た
の
が
正
野
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

正
野
が
地
域
の
た
め
に
尽
力
す
る
姿
を
「
是
レ
素
ヨ
リ
貴
下
ガ
豊
富
ナ
ル
資
力
ト
公
共
的
精
神
ノ
発
露
ニ
依
ル
ト
雖
、
亦
其
人
格
ノ
高
潔

ナ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ
何
ゾ
能
ク
如
斯
ナ
ル
ヲ
得
ン
ヤ
」
と
功
績
者
調
査
書
で
は
評
し
て
い
る７３

。
日
野
売
薬
に
お
い
て
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
売
薬
行
政
に
も
、
そ
れ
に
応
じ
た
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
変
容
は
、
正
野
の
公
益
心
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
て
い
た
部
分
が
大
き
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
地
域
に
お
け
る
正
野
の
名
望
家
と
し
て
の
存
在
意
義
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
た
と
い
え
る
。

第
三
章

正
野
玄
三
家
の
製
薬
事
業

さ
て
当
主
で
あ
る
八
代
正
野
玄
三
が
近
江
日
野
製
剤
株
式
会
社
の
社
長
職
に
つ
い
て
い
た
間
も
、
む
ろ
ん
正
野
家
に
お
い
て
自
家
の
製
薬

事
業
は
営
ま
れ
て
い
た
。
社
長
就
任
は
地
域
の
売
薬
業
を
牽
引
す
る
上
で
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
事
業
を
併
行
し
て
二
つ
展
開
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
矛
盾
を
は
ら
ん
で
お
り
、
自
家
の
営
業
を
江
州
日
野
製
剤
に
合
併
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

二
〇
二（
一
四
）



そ
こ
で
大
正
期
の
正
野
家
の
製
薬
事
業
を
「
寒
製
記
事
顛
末
」
を
中
心
に
検
討
し
て
み
る
。「
寒
製
記
事
顛
末
」
は
明
治
四
〇
年
度
（
一
九

〇
七
）
か
ら
昭
和
一
四
年
度
（
一
九
三
九
）
ま
で
、
正
野
家
の
家
伝
薬
「
万
病
感
応
丸
」
の
「
寒
製
」（
製
薬
）
作
業
や
、
毎
年
の
特
記
事

項
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
あ
る７４

。

ま
ず
薬
の
製
造
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
売
薬
法
が
制
定
さ
れ
る
以
前
、
明
治
末
期
に
お
け
る
正
野
家
の
製
薬
作
業
は
、
毎
年
一
月
末
か

ら
二
月
に
か
け
て
一
・
二
週
間
程
度
、
当
主
で
あ
る
八
代
玄
三
、
そ
の
息
子
玄
二
郎
（
の
ち
の
九
代
玄
三７５

）、
お
よ
び
店
内
の
主
要
役
職
者

な
ど
、
六
〜
八
名
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た７６

。
な
お
「
万
病
感
応
丸
」
の
製
法
は
極
秘
と
さ
れ
て
お
り
、
製
薬
作
業
に
た
ず
さ
わ
れ
る
の
は
、

近
世
期
よ
り
正
野
家
の
上
層
者
の
み
で
あ
っ
た７７

。
こ
の
秘
密
保
持
に
関
し
て
は
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
一
月
の
正
野
家
「
家
則
」
に

も
「
製
薬
調
合
ノ
薬
味
并
ニ
製
法
等
、
他
人
傍
輩
ハ
勿
論
親
子
タ
ル
ト
モ
一
切
申
聞
ケ
間
敷
候
」
と
規
定
し
て
い
る７８

。

し
か
し
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
売
薬
法
制
定
は
、
そ
の
よ
う
な
家
伝
薬
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
正
野
家
に
お
い
て
、
薬
剤
師

の
導
入
が
ど
の
時
点
で
な
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
富
山
県
主
催
聯
合
共
進
会
へ
の
「
万
病
感

応
丸
」
出
品
に
あ
た
っ
て
は
、
薬
の
原
料
お
よ
び
産
地
、
容
量
な
ど
を
「
解
説
書
」
に
て
す
で
に
開
示
し
て
い
る７９

。
そ
し
て
売
薬
に
対
す
る

締
め
付
け
を
乗
り
切
る
た
め
、
大
正
二
年
一
二
月
一
日
、
玄
二
郎
を
主
任
と
し
て
店
務
改
革
が
は
じ
ま
っ
た８０

。
地
域
の
た
め
に
奔
走
す
る
八

代
玄
三
に
か
わ
り
、
自
家
の
経
営
は
息
子
玄
二
郎
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
玄
三
五
二
歳
、
玄
二
郎
二
四
歳
で
あ
る８１

。
な
お
改
革

実
施
に
あ
た
っ
て
は
「
先
ツ
向
後
三
ヶ
年
ヲ
予
備
期
」
と
し
、「
資
本
金
ヲ
定
メ
、
新
経
営
ス
ル
コ
ト
」
が
表
明
さ
れ
た８２

。

で
は
「
新
経
営
」
と
は
何
を
さ
す
の
か
。
改
革
実
施
二
ヶ
月
前
の
一
〇
月
に
作
成
さ
れ
た
計
画
案
に
、
そ
の
主
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る８３

。

本
店
々
務
ノ
改
正
ハ
、
嘗
テ
明
治
四
拾
一
年
十
二
月
一
日
ヲ
以
テ
其
要
旨
ヲ
発
布
セ
シ
モ
、
其
後
実
行
セ
シ
ム
ベ
キ
発
案
者
二
人
迄
モ

欠
員
ト
ナ
リ
タ
ル
ニ
依
リ
、
今
ニ
至
ッ
テ
其
実
施
ヲ
見
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
却
ッ
テ
月
ヲ
経
テ
退
譲
ノ
情
況
ニ
陥
リ
、
今
ニ
於
テ
宜
シ

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
（
本
村
）

二
〇
三（
一
五
）



ク
周
到
一
意
革
新
ノ
策
ヲ
講
ゼ
ズ
ン
バ
、
意
外
ノ
悲
境
ニ
相
遇
セ
ザ
ラ
ン
モ
、
亦
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
転
タ
寒
心
ニ
堪
エ
ザ
ラ
シ
ム
ル
者

ア
リ
、
勿
論
近
時
世
間
ノ
不
況
ニ
基
ク
ト
ハ
雖
モ
、
亦
頗
ブ
ル
遺
憾
ト
ス
ル
処
ナ
リ
、
幸
ヒ
諸
員
ノ
奮
励
不
屈
ノ
誠
意
ニ
頼
ミ
、
更
ラ

ニ
今
回
大
ニ
其
改
竄
ヲ
施
シ
、
名
実
相
伴
ハ
シ
メ
、
加
フ
ル
ニ
後
進
ノ
者
ヲ
シ
テ
進
級
セ
シ
ム
ベ
キ
途
ヲ
開
キ
、
属
々
協
議
会
ヲ
起
シ

テ
相
互
ノ
融
和
ヲ
量
リ
、
不
平
ナ
カ
ラ
シ
メ
、
大
ニ
時
運
ノ
発
展
ヲ
疑
議
シ
、
販
路
ノ
拡
張
ヲ
画
策
シ
、
互
ニ
意
見
ヲ
吐
露
シ
テ
倶
ニ

仮
借
ナ
ク
、
一
致
団
結
以
テ
職
ニ
就
キ
業
ヲ
執
リ
、
一
意
尽
瘁
、
店
則
ノ
実
行
ヲ
期
シ
、
以
テ
盛
境
ニ
入
ル
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
、
誓
テ
祖
君

ノ
遺
徳
ニ
報
ヒ
、
大
ニ
諸
員
ト
福
利
ヲ
共
ニ
セ
ン
ト
ス

明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
ど
の
よ
う
な
店
務
改
正
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が８４

、
そ
れ
が
守
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
を
憂
い
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
、
心
機
一
転
み
な
で
団
結
し
、
販
路
を
広
げ
る
な
ど
、
経
営
拡
大
を
め
ざ
す
と
し
て
い
る
。
な
お
「
祖
君

ノ
遺
徳
ニ
報
ヒ
」
る
と
あ
る
が
、
大
正
二
年
度
（
一
九
一
三
）
は
初
代
玄
三
が
「
万
病
感
応
丸
」
を
は
じ
め
て
製
造
し
た
と
さ
れ
る
正
徳
四

年
（
一
七
一
四
）
か
ら
数
え
て
、
ち
ょ
う
ど
二
百
回
目
の
製
造
と
な
る
節
目
の
年
で
あ
っ
た８５

。
ま
た
「
後
進
ノ
者
ヲ
シ
テ
進
級
セ
シ
ム
ベ
キ

途
ヲ
開
」
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
正
野
家
の
家
業
永
続
に
対
す
る
強
い
意
識
が
う
か
が
え
る
。

新
た
に
定
め
る
と
し
た
本
店
の
資
本
金
に
つ
い
て
は
【
表
２
】
の
よ
う
に
、
一
万
三
千
五
百
五
十
五
円
六
十
二
銭
六
厘
と
決
定
し
、
こ
れ

が
本
家
よ
り
当
分
無
利
息
に
て
貸
し
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
内
訳
を
見
て
み
る
と
七
千
四
百
円
余
と
薬
種
の
割
合
が
も
っ
と
も
大
き
く
、

五
十
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
「
感
応
丸
原
料
タ
ル
ベ
キ
高
価
薬
種
ハ
本
家
所
有
」
と
し
て
お
り
、【
表
２
】
の
薬
種
現

在
高
お
よ
び
原
料
品
現
在
高
中
に
こ
れ
ら
の
価
格
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
む
ろ
ん
資
本
金
に
も
反
映
さ
れ
て
い
な
い８６

。
な
お
正
野
家
で
は
明

治
二
一
年
（
一
八
八
七
）
以
降
、
本
家
と
本
店
を
区
分
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
本
家
に
て
売
薬
を
製
造
販
売
し
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
両
者
の

間
に
明
確
な
線
引
き
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た８７

。
大
正
期
に
い
た
っ
て
も
、
こ
の
状
況
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
で

二
〇
四（
一
六
）



あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
予
備
期
間

を
お
え
た
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
第
一

回
本
決
算
を
実
施
し
て
い
る
。「
本
年
十
月

三
十
日
ヲ
以
テ
改
革
後
初
メ
テ
本
決
算
第
一

回
ヲ
祖
先
ニ
報
告
ス
」
と
し８８

、【
表
３
】
を

明
ら
か
に
し
た
。

ま
ず
①
「
売
買
損
益
表
」
を
見
て
み
よ
う
。

「
売
薬
卸
売
高
」か
ら「
他
店
売
薬
小
売
高
」

ま
で
の
売
上
高
を
合
計
す
る
と
、
総
売
上
高

は
二
万
五
千
円
強
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
「
売
買
益
」
は
ほ
ぼ
五
千
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
売
上
利
益
率
は
二
十
％
程
度
で
あ
っ
た
。
正
野

家
は
十
分
健
全
な
経
営
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
最
終
的
な
「
純
益
金
」
は
②
・
③
の
通
り
六
千
五
百
円
余
で
あ
る
。
そ
こ

に
前
期
益
金
繰
越
の
八
百
円
余
を
加
え
た
総
利
益
金
七
千
三
百
円
余
に
つ
い
て
は
、
④
「
益
金
処
分
」
と
し
て
「
本
家
得
納
金
」
四
十
％
、

「
積
立
金
」
三
十
％
、「
賞
与
金
」
三
十
％
の
三
分
割
に
す
る
三
ツ
割
制
度
が
用
い
ら
れ
た
。
本
家
へ
の
配
当
割
合
が
大
き
い
こ
と
か
ら
も
、

家
の
保
持
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る８９

。
で
は
こ
の
よ
う
な
利
益
は
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

改
革
の
計
画
案
に
も
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
正
野
家
は
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
、
積
極
的
な
販
路
拡
大
を
行
っ
て
い
る
。
明
治
一
三
年

（
一
八
八
〇
）
よ
り
す
で
に
大
阪
北
浜
に
支
店
（
の
ち
に
大
阪
出
張
所
へ
改
称
）
を
有
し
て
い
た
が９０

、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
四
月
よ
り

（
喜
三
七
）

「
嶋
村
喜
蔵
ヲ９１

東
京
ニ
出
張
常
住
」
さ
せ９２

、
新
た
に
東
京
出
張
所
を
上
野
寛
永
寺
近
く
の
初
音
町
三
丁
目
（
現
東
京
都
台
東
区
）
に
設
け
た９３

。

【表２】 大正２年正野本店資本金
（円）

資産の部

７４３５．９３２
１００．１２０
３５６．５４６
４．９１５
７０．４５１
１９１３．７５７
１２９４．９２４
１３５．１８７
５８５．４２５
６８．３１３
２４３．３９０
６４．６０２
５８４．５００
４６８．７９０
１７７．０５４
８８．８４５
４９．９９４

１３６４２．７４５

負債の部

８７．１１９

差 引

１３５５５．６２６

出典：「棚卸表」正野玄三家文書（＃１１７５）

薬種現在高
雑種現在高
売薬現在高
部外品現在高
原料品現在高
丸薬品現在高
装置品現在高
荷造品現在高
貯造品現在高
売下品現在高
什器現在高
京都支店売掛貸残
大阪出張所売掛貸残
代理店１０軒売掛貸残
得意先５０軒売掛貸残
時貸及諸立替
現在金銀

合 計

借受金

資本金

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
（
本
村
）

二
〇
五（
一
七
）



【表３】 大正５年１０月正野本店決算報告
①売買損益表 （円）

１３，４０４．５９２
４，２５８．４７６
１，８６４．２９７
７５．４１７
２０．４３８
２９５．８４７
２３．３７９

６，７７６．１８８
９７４．４４２
１５９．４８５
５，００３．５１３

３２，８５６．０７４

②損益表 （円）
１４５．８７９
３７１．９５７
２４．５２０
４１．０６５

４，３３７．９９１
６，５５６．０９１
１１，４７７．５０３

③貸借対照表 （円）
１３，５５５．６２６
１１．９８５
２４４．８１８
８３３．２８２
６，５５６．０９１

２１，２０１．８０２

出典：「決算報告書」正野玄三家文書（＃１１７９）

売薬及部外品製造高
雑種買入高
薬種買入高
他店売薬買入高
売薬戻入高
売薬繰越高
部外品繰越高
薬種繰越高
雑種繰越高
他店売薬繰越高
売買益

合 計

雑 損
特別雑損
値 引
売薬交換損
営業費
当期純益金

合 計

資本金
借受金
未払金
前期益金繰越
当期純益金

合 計

１６，２８１．５３０
６５５．８３７
３，０９９．８８４
５，１６９．０７４
１２５．３８７
３１．０８５
１０２．２８２
３４．８８５
２９５．０８９
６，０１５．３５３
９０８．８８３
１２２．７１１
１４．０７４

３２，８５６．０７４

６，０４９．８６８
５，００３．５１３
２０９．２０３
２１４．９１９

１１，４７７．５０３

６，０１５．３５３
２９５．０８９
９０８．８８３
１４．０７４
１２２．７１１
１７８．２８１
６０２．５２５
１，１７１．２１３
６４．１３５
３３２．６６６
１，１３０．５２４
２，３６３．０７８
４７３．１９０
２３８．７０５
４６４．０６６
１，２４７．０２２
１，３７４．６１５
３９．６５０
２４．１３０
６３．７６０

３，６１７．０５０
１７３．９１２
２８７．１７０

２１，２０１．８０２

④益金処分 （円）
８３３．２８２
６，５５６．０９１
７，３８９．３７３

２，９５５．７５１
２，２１６．８１２
２，２１６．８１０

売薬卸売高
売薬小売高
薬種売上高
雑種売上高
部外品卸売高
部外品小売高
他店売薬卸売高
他店売薬小売高
売薬現在高
薬種現在高
雑種現在高
他店売薬現在高
部外品現在高

合 計

装置益
売買益
売下手数料
雑収益

合 計

薬種現在高
売薬現在高
雑種現在高
部外品現在高
他店売薬現在高
売下現在高
貯蔵物品現在高
装置品現在高
荷造品現在高
原料品現在高
丸薬現在高
大阪出張所売掛
東京出張所売掛
川島支店売掛
小梶外代理店売掛
得意先売掛
改築仮出金
本家貸越高
時 貸
振換預金
銀行預金
現在有金
備品及什器

合 計

前期益金繰越
当期益金

合 計
↓
本家得納金（４０％）
積立金（３０％）
賞与金（３０％）

二
〇
六（
一
八
）



そ
し
て
喜
三
七
は
販
路
拡
大
に
あ
た
り
、
大
問
屋
で
は
な
く
直
接
小
売
店
へ
働
き
か
け
る
方
法
を
と
っ
た
。「
日
本
橋
区
ヲ
中
心
ト
シ
テ
江

州
人
ノ
多
キ
場
所
に
注
目
シ
、
叮
嚀
反
覆
其
真
効
経
歴
ヲ
示
シ
、
先
ツ
第
一
ニ
品
ヲ
預
ケ
、
次
ニ
手
刷
ノ
広
告
紙
ヲ
其
店
ノ
名
ヲ
并
記
シ
テ

其
附
近
ヘ
撒
布
ス
ル
コ
ト
再
次
、
然
ル
後
再
ビ
其
店
ニ
趣
テ
重
ネ
テ
依
頼
ス
」
る
こ
と
で
、「
至
急
奏
効
ト
マ
デ
モ
行
カ
ズ
ト
モ
非
常
ニ
小

売
店
ノ
感
情
ヲ
喜
」
ば
せ
、「
喜
三
七
ノ
人
物
ハ
漸
次
信
用
ヲ
得
ツ
ヽ
ア
ル
モ
ノ
ヽ
如
ク
讃
美
ス
ル
店
多
カ
リ
シ
」
状
況
を
築
い
て
い
っ
た９４

。

「
江
州
人
ノ
多
キ
場
所
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
正
野
家
で
製
造
さ
れ
た
売
薬
が
、
行
商
人
に
よ
る
販
売
で
は
な
く
、
主
に
近
江
商
人

の
各
地
出
店
を
通
じ
て
店
頭
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る９５

。
つ
ま
り
正
野
家
で
実
施
さ
れ
た
販
路
拡
大
策
と
は
、
販
売
方
法
そ
の
も
の
を

変
え
る
の
で
は
な
く
、
従
来
か
ら
の
顧
客
と
の
関
係
を
よ
り
深
め
る
こ
と
で
、
販
売
網
の
再
編
成
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
東
京
出
張
所

は
そ
の
拠
点
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
東
京
市
中
か
ら
郡
部
、
地
方
へ
と
次
第
に
そ
の
範
囲
を
広
げ
よ
う
と
し
た
。

な
お
初
音
町
の
東
京
出
張
所
は
道
路
を
隔
て
て
二
面
が
墓
地
の
板
塀
に
接
し
て
お
り
、
人
通
り
が
少
な
く
、
ま
た
交
通
機
関
を
利
用
す
る

上
で
も
不
便
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
得
意
先
回
り
を
実
施
す
る
に
は
不
経
済
で
あ
る
と
し
て
、
移
転
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
際
も
「
江
州
人

ノ
最
モ
多
キ
銀
座
・
日
本
橋
区
」
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
移
転
先
を
探
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
得
意
先
と
近
接
し
て
し
ま
う
と
、
か
え
っ
て

「
感
情
ヲ
モ
害
ス
ル
憂
」
い
が
あ
る
た
め
、
市
中
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
を
あ
た
っ
た９６

。
顧
客
と
の
信
用
関
係
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
そ
し
て
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
三
月
に
よ
う
や
く
「
東
京
小
石
川
区
駕
篭
町
ニ
経
費
一
万
九
千
八
百
六
十
八
円
八
十
八
銭

ヲ
費
シ
、
地
所
家
屋
ヲ
挙
ゲ
」
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
半
年
後
の
九
月
一
日
、「
関
東
大
震
災
ニ
ア
ヒ
計
画
ニ
一
頓
挫
ヲ
来
タ
シ
、
得

意
先
ノ
消
失
損
難
多
大
ナ
リ
」
と
い
う
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
し
東
京
以
外
に
も
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
は
北
陸
、
大
正
一
一

年
（
一
九
二
二
）
に
は
山
陰
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
は
山
陽
・
山
城
・
美
濃
・
信
州
へ
と
、
す
で
に
販
路
は
順
調
に
拡
張
し
て
お

り
、
ま
た
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）、
北
浜
に
あ
っ
た
大
阪
出
張
所
を
瓦
町
二
丁
目
へ
移
転
し
た９７

。

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
（
本
村
）

二
〇
七（
一
九
）



販
路
の
見
直
し
や
顧
客
と
の
関
係
改
善
を
推
し
進
め
た
結
果
、
売
上
げ
が
増
し
、
正
野
家
で
は
売
薬
の
増
産
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
こ
で

製
薬
作
業
の
開
始
時
期
を
年
に
よ
っ
て
は
一
二
月
に
早
め
た
り
、
さ
ら
に
は
工
場
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

四
月
三
〇
日
に
「
店
勝
手
新
築
落
成
式
」
が
行
わ
れ
、
こ
の
年
よ
り
「
男
女
工
ヲ
採
用
シ
始
」
め
た
。
そ
し
て
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
よ

り
「
店
部
ノ
工
場
ニ
於
テ
開
始
執
務
」
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
に
は
、「
機
械
工
場
ヲ
大
東
旧
米
蔵
ニ
新
設
」
し
、

薬
種
を
粉
末
に
す
る
作
業
や
、
薬
の
裁
断
な
ど
が
行
わ
れ
た９８

。

し
か
し
新
規
採
用
さ
れ
た
職
工
た
ち
と
従
来
か
ら
の
店
員
と
で
は
、
仕
事
内
容
が
区
別
さ
れ
て
お
り
、
職
工
の
採
用
が
開
始
さ
れ
て
以
降

も
、
極
秘
と
さ
れ
た
製
薬
作
業
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
店
の
限
ら
れ
た
者
の
み
で
行
わ
れ
続
け
た９９

。
売
薬
法
に
お
い
て
は
、
科
学
的
根
拠
に

基
づ
く
売
薬
の
有
効
性
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
正
野
家
で
も
「
万
病
感
応
丸
」
の
原
料
を
開
示
す
る
な
ど
し
て
き
た
。
し
か
し
職
人
的

な
技
術
を
要
す
る
製
法
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
売
薬
法
の
規
定
に
直
接
的
に
ふ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
正
野
家
は
「
万
病

感
応
丸
」
の
製
法
技
術
を
秘
伝
の
ま
ま
と
し
、
他
言
し
な
い
こ
と
で
、
正
野
家
独
自
の
「
万
病
感
応
丸
」
を
固
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
。つ

ま
り
江
州
日
野
製
剤
に
自
家
の
営
業
を
合
併
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
合
併
に
よ
り
他
者
が
参
入
す
る
こ
と
で
、
自
家
の
独
自
性
が
失
わ

れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
初
代
玄
三
よ
り
築
い
て
き
た
「
万
病
感
応
丸
」
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
、
お
よ
び
そ
の
製
造
・
販
売

元
で
あ
る
正
野
家
の
信
用
維
持
の
た
め
、
個
人
経
営
で
あ
り
続
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
記
さ
れ
た
「
万

病
感
応
丸
用
法
及
起
源
」
に
、「
感
応
丸
・
万
応
丸
ノ
始
メ
ヨ
リ
ハ
将
サ
ニ
弐
百
拾
九
年
ト
ナ
ル
、
年
久
フ
シ
テ
其
名
愈
高
キ
ハ
蓋
シ
世
間

信
用
ノ
厚
キ
ヲ
証
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
カ
」
と
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う１００

。

さ
て
こ
の
よ
う
な
玄
二
郎
に
よ
る
改
革
は
、
正
野
家
の
経
営
を
格
段
に
向
上
さ
せ
た
。
断
片
的
な
数
値
し
か
判
明
し
な
い
が
、
一
ヶ
年
の

二
〇
八（
二
〇
）



【
表
４
】
売
薬
生
産
企
業
体
整
備
計
画

諸
積
立
金

累
計

（
円
）

１２５
，０００

１３
，５３３

１５０
，４００

１８３
，３８８

出
典
：「
滋
賀
県
売
薬
生
産
企
業
体
整
備
計
画
」
正
野
玄
三
家
文
書
（
＃
７５８
）

内
払
済
額

累
計

（
円
）

２９０
，０００

１２７
，５００

１１４
，０００

３３４
，１５０

既
存
営
業
者

資
本
金
累
計

（
円
）

５００
，０００

１５７
，５００

１５０
，０００

４３０
，５００

個
人

０
８３４
，７３８

９６３
，７１０

１
，２８１

，２７４

既
存
営
業
者
生
産
高（
円
）

法
人

４
，００１

，４９５
７３０
，０８３

５４３
，６００

２
，０４６

，１９０

既
存
営
業
者
数（
社
/名
）

個
人０
１１０３８
１２０

法
人１４１１４

資
本
金

（
円
）

１
，０００

，０００
１９８
，０００

１８８
，０００

５００
，０００

新
企
業
体
名
称

日
本
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
株
式
会
社

昭
和
製
薬
株
式
会
社

近
江
日
野
製
薬
株
式
会
社

滋
賀
県
製
薬
株
式
会
社

総
売
上
高
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
八
千
円
余
で
あ
っ
た
も
の
が
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
は
六
万
円
弱
に
ま
で
増
え１０１

、
ま

た
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
決
算
時
に
二
千
円
強
で
あ
っ
た
も
の
が１０２

、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
に
は
三
万
円

強
に
増
加
し
た１０３

。
そ
し
て
大
正
一
四
年
四
月
七
日
、
玄
二
郎
が
九
代
玄
三
を
襲
名
す
る
に
い
た
っ
た１０４

。

お

わ

り

に

近
代
に
お
け
る
日
野
売
薬
は
、
西
洋
医
学
を
旨
と
す
る
売
薬
行
政
と
対
峙
す
る
中
で
、
そ
の
構
造
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
近
世
期
以
来

の
合
薬
仲
間
を
日
野
売
薬
業
組
合
へ
と
改
組
し
、
さ
ら
に
は
地
域
の
枠
組
み
を
こ
え
、
他
の
組
織
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
今
後
の
解
決

策
を
探
ろ
う
と
し
た
。
そ
し
て
新
た
な
売
薬
行
政
に
戸
惑
う
小
規
模
業
者
た
ち
は
、
江
州
日
野
製
剤
株
式
会
社
の
設
立
に
よ
り
救
済
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
こ
の
よ
う
に
日
野
売
薬
の
進
む
べ
き
道
を
方
向
付
け
、
牽
引
し
た
の
が
八
代
正
野
玄
三
で
あ
る
。

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
（
本
村
）

二
〇
九（
二
一
）



し
か
し
八
代
玄
三
の
こ
の
よ
う
な
名
望
家
と
し
て
の
活
動
は
、
必
ず
し
も
自
家
の
製
薬
業
経
営
に
プ
ラ
ス
と
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
地
域
の
公
益
を
追
求
す
る
八
代
玄
三
に
代
わ
り
、
そ
の
息
子
、
玄
二
郎
（
九
代
玄
三
）
が
正
野
家
の
店
務
改
革
に
乗
り
出
す
。
玄
二

郎
の
行
動
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
は
、
正
野
家
の
強
い
家
業
お
よ
び
家
意
識
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
初
代
玄
三
以
来
、
二
百
年
に
わ
た
り
築
き

あ
げ
て
き
た
正
野
家
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
や
信
用
を
維
持
す
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
正
野
家
は
他
者
が
自
家
の
経
営
に
参
入

す
る
こ
と
を
拒
み
、
個
人
経
営
で
あ
り
続
け
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）、「
滋
賀
県
売
薬
生
産
企
業
体
整
備
計
画
」
が
発
表
さ
れ１０５

、
滋
賀
県
下
の
売
薬
業
者
は
【
表
４
】
の

よ
う
に
四
つ
の
企
業
体
へ
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
正
野
家
の
営
業
は
、
こ
の
戦
時
体
制
下
の
外
的
要
因
に
よ
り
、
近
江
日
野
製
薬
株

式
会
社
に
加
え
ら
れ
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
四
月
一
日
、
自
家
で
の
売
薬
製
産
を
中
止
す
る
に
い
た
る１０６

。
な
お
近
江
日
野
製
薬
の
初

代
社
長
に
は
九
代
玄
三
が
選
ば
れ
た
。
そ
し
て
九
代
玄
三
は
「
昭
和
十
八
年
四
月
一
日
売
薬
生
産
企
業
整
備
ニ
ヨ
リ
新
ニ
近
江
日
野
製
薬
株

式
会
社
ヲ
設
立
シ
、
之
レ
ガ
社
長
ト
ナ
リ
、
永
代
ノ
製
薬
業
ヲ
之
レ
ニ
引
継
ナ
リ
」
と
し
て
「
乍
遺
憾
」
も１０７

、
家
業
お
よ
び
家
の
永
続
を
同

社
へ
託
し
た
の
で
あ
っ
た
。

註
１

主
な
売
薬
業
史
と
し
て
は
、
通
史
で
は
富
山
県
『
富
山
県
薬
業
史
』
通
史
、
一
九
八
七
年
や
奈
良
県
薬
業
史
編
さ
ん
審
議
会
編
『
奈
良
県
薬
業
史
』
通
史

編
、
奈
良
県
薬
業
連
合
会
、
一
九
九
一
年
、
近
代
以
降
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
は
、
二
谷
智
子
「
大
正
期
に
お
け
る
富
山
売
薬
業
の
「
製
剤
統
一
」
と
生

産
構
造
の
変
容
」『
土
地
制
度
史
学
』
一
六
六
、
二
〇
〇
〇
年
、
同
「
一
九
世
紀
に
お
け
る
配
置
売
薬
業
の
経
営－

富
山
県
高
岡
市
岡
本
家
を
事
例
と
し

て－

」『
経
営
史
学
』
三
八－

三
、
二
〇
〇
三
年
や
武
知
京
三
『
近
代
日
本
と
大
和
売
薬－

売
薬
か
ら
配
置
家
庭
薬
へ－

』
税
務
経
理
協
会
、
一
九
九
五

年
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
近
江
売
薬
に
関
し
て
は
、
杣
庄
章
夫
編
『
滋
賀
の
薬
業
史
』、
滋
賀
県
薬
業
協
会
、
一
九
七
五
年
が
あ
る
。

２

「
日
野
町
」
の
範
囲
は
時
期
に
よ
り
か
わ
る
。
本
稿
に
お
い
て
「
日
野
地
域
」
と
し
た
場
合
は
、
現
在
の
日
野
町
域
と
す
る
。
な
お
日
野
町
の
範
囲
は
、

二
一
〇（
二
二
）



近
世
期
の
日
野
町
は
大
窪
・
村
井
・
松
尾
の
み
で
あ
る
が
、
明
治
二
二
年
に
大
谷
村
・
上
野
田
村
・
小
井
口
村
・
日
田
村
・
木
津
村
・
日
野
河
原
村
・
寺

尻
村
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
昭
和
三
〇
年
に
東
桜
谷
村
・
西
桜
谷
村
・
北
比
都
佐
村
・
南
比
都
佐
村
・
西
大
路
村
・
鎌
掛
村
が
加
わ
り
現
在
の
日
野
町
域
と

な
る
。

３

「
合
薬
仲
間
御
請
書
調
合
人
数
書
」
日
野
小
学
校
文
書
（＃

な
し
）。

４

拙
稿
「
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
の
合
薬
流
通
」『
経
営
史
学
』
三
九－

三
、
二
〇
〇
四
年
。

５

前
掲
『
奈
良
県
薬
業
史
』
通
史
編
、
八
三
頁
。

６

前
掲
『
富
山
県
薬
業
史
』
通
史
、
四
二
八
・
四
二
九
頁
。

７

前
掲
『
富
山
県
薬
業
史
』
通
史
、
四
三
一
〜
四
三
五
頁
。

８

前
掲
『
富
山
県
薬
業
史
』
通
史
、
四
三
七
・
四
三
八
頁
。

９

前
掲
『
富
山
県
薬
業
史
』
通
史
、
四
五
六
・
四
五
七
頁
。

１０

前
掲
『
富
山
県
薬
業
史
』
通
史
、
四
五
八
〜
四
六
二
頁
。
た
だ
し
売
薬
印
紙
税
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
二
年
に
印
紙
税
法
が
出
さ
れ
る
と
、
収
入
印
紙
を

も
っ
て
納
付
す
る
方
法
へ
か
わ
る
（
前
掲
『
富
山
県
薬
業
史
』
通
史
、
五
一
九
頁
）。

１１

前
掲
『
奈
良
県
薬
業
史
』
通
史
編
、
九
六
頁
。

１２

前
掲
『
富
山
県
薬
業
史
』
通
史
、
四
六
八
頁
。

１３

「
売
薬
営
業
上
ニ
付
上
申
書
」
正
野
玄
三
家
文
書（「
売
薬
規
則
布
令
纏
」（＃

１８８４

）
所
収
）。

１４

「
御
直
聴
願
」
正
野
玄
三
家
文
書（「
売
薬
規
則
布
令
纏
」（＃

１８８４

）
所
収
）。

１５

前
掲
『
富
山
県
薬
業
史
』
通
史
、
四
六
六
頁
。

１６

「
陳
情
書
」
正
野
玄
三
家
文
書（「
官
衙
公
事
向
往
服
書
類
」（＃

１０４７

）
所
収
）。

１７

「
売
薬
税
ニ
関
ス
ル
陳
情
書
」
早
稲
田
大
学
大
隈
関
係
文
書
（＃

イ
１４

a０４２５

）。

１８

「
陳
情
書
」
正
野
玄
三
家
文
書（「
官
衙
公
事
向
往
服
書
類
」（＃

１０４７

）
所
収
）。

１９

「
陳
情
書
」
正
野
玄
三
家
文
書（「
官
衙
公
事
向
往
服
書
類
」（＃

１０４７

）
所
収
）。

２０

「
売
薬
増
税
ニ
関
ス
ル
陳
情
書
」
前
掲
『
滋
賀
の
薬
業
史
』
所
収
、
一
〇
二
〜
一
〇
五
頁
。
日
野
売
薬
か
ら
は
久
野
秀
夫
・
安
井
平
左
衛
門
・
橋
田
治
右

衛
門
・
福
田
久
兵
衛
・
岡
平
兵
衛
・
藤
岡
六
兵
衛
、
甲
賀
売
薬
か
ら
は
近
江
製
剤
株
式
会
社
取
締
役
望
月
栄
之
助
・
中
谷
兵
次
郎
・
渡
辺
詮
吾
・
大
北
岩

吉
・
嶋
本
滝
蔵
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

２１

「
近
江
日
野
売
薬
業
組
合
規
約
書
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

１０９５

）。

２２

「
合
薬
仲
間
御
請
書
調
合
人
数
書
」
日
野
小
学
校
文
書
（＃

な
し
）。

２３

株
仲
間
と
同
業
組
合
の
関
係
に
つ
い
て
は
藤
田
貞
一
郎
『
近
代
日
本
同
業
組
合
史
論
』
清
文
堂
、
一
九
九
五
年
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
日
野
地
域
で

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
（
本
村
）

二
一
一（
二
三
）



は
明
治
一
八
年
に
江
洲
日
野
商
人
組
合
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
近
江
日
野
売
薬
業
組
合
の
メ
ン
バ
ー
も
含
ま
れ
て
い
る
。

２４

「
滋
賀
県
売
薬
業
組
合
聯
合
会
々
則
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

１５５４

）。

２５

「
大
正
四
年
滋
賀
県
売
薬
業
組
合
聯
合
会
議
事
録
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１６５

）。

２６

「
滋
賀
県
売
薬
業
組
合
聯
合
会
々
則
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

１５５４

）。

２７

「
日
野
町
功
績
者
高
井
愛
蓮
・
正
野
玄
三
・
西
村
市
良
右
衛
門
調
査
書
綴
」
日
野
町
有
文
書
（＃

４

）。
な
お
こ
の
章
に
お
け
る
正
野
玄
三
は
、
八
代
玄
三

尚
旨
の
こ
と
で
あ
る
。

２８

「
滋
賀
県
売
薬
業
組
合
聯
合
会
々
則
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

１５５４

）。

２９

「
滋
賀
県
売
薬
業
組
合
聯
合
会
々
則
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃
１５５４

）。

３０

「
中
央
売
薬
業
同
盟
会
々
則
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１５２

）。
中
央
売
薬
業
同
盟
会
は
兵
庫
県
・
和
歌
山
県
・
大
阪
府
・
京
都
府
・
奈
良
県
・
滋
賀
県
・

福
井
県
・
石
川
県
・
富
山
県
の
売
薬
業
者
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
た
。

３１

「
大
和
売
薬
同
業
組
合
業
務
成
績

抜
粋
」
奈
良
県
薬
業
史
編
さ
ん
審
議
会
編
『
奈
良
県
薬
業
史
』
資
料
編
、
奈
良
県
薬
業
連
合
会
、
一
九
八
八
年
、
四

五
八
頁
。

３２

「
大
和
売
薬
同
業
組
合
業
務
成
績

抜
粋
」
前
掲
『
奈
良
県
薬
業
史
』
資
料
編
、
四
五
八
頁
。

３３

「
日
野
町
功
績
者
高
井
愛
蓮
・
正
野
玄
三
・
西
村
市
良
右
衛
門
調
査
書
綴
」
日
野
町
有
文
書
（＃

４

）。

３４

「
滋
賀
県
売
薬
業
組
合
聯
合
会
々
則
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

１５５４

）。

３５

「
視
察
調
査
事
項
報
告
書
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１１８

）。「
視
察
調
査
事
項
報
告
書
」
の
全
文
は
拙
稿
「
大
正
三
年
に
お
け
る
北
部
九
州
お
よ
び
朝
鮮
・

満
州
地
方
の
売
薬
商
況－

滋
賀
県
売
薬
業
組
合
聯
合
会
「
視
察
調
査
事
項
報
告
書
」－

」『
福
岡
大
学
商
学
論
叢
』
五
三－

二
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
の

こ
と
。

３６

「
視
察
調
査
事
項
報
告
書
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１１８
）。

３７

「
視
察
調
査
事
項
報
告
書
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１１８
）。

３８

「
日
野
町
功
績
者
高
井
愛
蓮
・
正
野
玄
三
・
西
村
市
良
右
衛
門
調
査
書
綴
」
日
野
町
有
文
書
（＃

４

）。

３９

「
江
洲
日
野
製
剤
株
式
会
社
開
業
案
内
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１３２

）。

４０

滋
賀
県
日
野
町
教
育
会
編
『
近
江
日
野
町
志
』
巻
中
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
六
年
（
復
刻
版
）、
七
三
二
・
七
三
三
頁
。

４１

「
江
洲
日
野
製
剤
株
式
会
社
開
業
案
内
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１３２
）。

４２

前
掲
『
奈
良
県
薬
業
史
』
通
史
編
、
九
〇
頁
。
売
薬
法
第
六
條
に
「
薬
剤
師
・
薬
剤
師
ヲ
使
用
ス
ル
者
又
ハ
医
師
ニ
非
サ
レ
ハ
売
薬
ヲ
調
製
シ
テ
販
売
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
定
め
ら
れ
た
。

４３

「
売
薬
規
則
」
厚
生
省
医
務
局
編
『
医
制
百
年
史
』
資
料
編
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
六
年
、
三
六
三
・
三
六
四
頁
。

二
一
二（
二
四
）



４４

前
掲
『
奈
良
県
薬
業
史
』
通
史
編
、
八
九
・
九
〇
頁
。

４５

売
薬
法
第
二
四
條
に
「
本
法
公
布
ノ
際
現
ニ
売
薬
営
業
者
タ
ル
者
ハ
第
六
條
又
ハ
第
七
條
ノ
規
定
ニ
拘
ラ
ス
売
薬
ヲ
調
製
シ
テ
販
売
シ
、
又
ハ
売
薬
免
許

ヲ
譲
受
ケ
若
ハ
相
続
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
る
。
第
六
條
に
つ
い
て
は
註
４２
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
第
七
條
は
第
六
條
の
者
に
限
り
売
薬
免
許
を
譲
り
受

け
相
続
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

４６

「
江
洲
日
野
製
剤
株
式
会
社
開
業
案
内
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１３２

）。

４７

「
江
洲
日
野
製
剤
株
式
会
社
開
業
案
内
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１３２

）。

４８

藤
岡
六
兵
衛
は
明
治
後
期
よ
り
奥
村
平
兵
衛
を
後
見
人
に
た
て
て
い
る
こ
と
か
ら（「
売
薬
税
ニ
関
ス
ル
陳
情
書
」
早
稲
田
大
学
大
隈
関
係
文
書
（＃

イ
１４

a０４２５

）
な
ど
）、
常
務
取
締
役
の
奥
村
政
次
郎
は
奥
村
平
兵
衛
の
関
係
者
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
中
井
限
三
郎
は
大
正
五
年
に
没
し
、
そ
の
後
、
養
子

の
不
行
儀
か
ら
家
が
没
落
す
る
に
い
た
る
（
前
掲
『
近
江
日
野
町
志
』
巻
中
、
五
七
三
頁
）。

４９

前
掲
『
近
江
日
野
町
志
』
巻
中
、
一
九
〇
頁
。

５０

「
日
本
全
国
商
工
人
名
録
」（
第
五
版
・
大
正
三
年
）
渋
谷
隆
一
編
『
都
道
府
県
別
資
産
家
地
主
総
覧
（
滋
賀
・
和
歌
山
編
）』
所
収
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
一
年
。

５１

「
日
誌
」（
大
正
三
年
）
正
野
玄
三
家
文
書
（＃
１８３４

）。

５２

「
本
家
日
誌
」（
大
正
四
年
）
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

１８３５

）。
た
だ
し
五
月
二
三
日
以
降
は
外
池
泰
二
郎
が
訪
問
し
て
い
る
。
外
池
は
江
州
日
野
製
剤
の

庶
務
部
書
記（「
書
簡
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１２０

））。

５３

「
書
簡
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃
２１２０

）。

５４

「
書
簡
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃
２１２０

）。

５５

「
書
簡
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１２０

）。

５６

前
掲
『
近
江
日
野
町
志
』
巻
中
、
七
三
二
頁
。

５７

「
視
察
調
査
事
項
報
告
書
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１１８
）。

５８

「
日
誌
」（
大
正
三
年
）
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

１８３４

）。

５９

「
書
簡
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１６３

）。

６０

「
視
察
調
査
事
項
報
告
書
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１１８

）。

６１

「
書
簡
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１５６

）。

６２

「
書
簡
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

２１５６

）。

６３

前
掲
『
近
江
日
野
町
志
』
巻
中
、
七
三
二
頁
。

６４

「
日
野
町
功
績
者
高
井
愛
蓮
・
正
野
玄
三
・
西
村
市
良
右
衛
門
調
査
書
綴
」
日
野
町
有
文
書
（＃

４

）。

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
（
本
村
）

二
一
三（
二
五
）



６５

「
日
野
町
功
績
者
高
井
愛
蓮
・
正
野
玄
三
・
西
村
市
良
右
衛
門
調
査
書
綴
」
日
野
町
有
文
書
（＃

４

）。

６６

売
薬
に
関
す
る
法
令
を
す
べ
て
ま
と
め
て
「
売
薬
法
」
と
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
大
正
三
年
の
売
薬
法
が
改
正
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

６７

「
日
野
町
功
績
者
高
井
愛
蓮
・
正
野
玄
三
・
西
村
市
良
右
衛
門
調
査
書
綴
」
日
野
町
有
文
書
（＃

４

）。

６８

地
域
の
た
め
に
尽
力
す
る
名
望
家
に
つ
い
て
は
、
高
久
嶺
之
介
『
近
代
日
本
の
地
域
社
会
と
名
望
家
』
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

６９

「
日
野
町
功
績
者
高
井
愛
蓮
・
正
野
玄
三
・
西
村
市
良
右
衛
門
調
査
書
綴
」
日
野
町
有
文
書
（＃

４

）。

７０

拙
稿
「
明
治
期
に
お
け
る
近
江
商
人
の
企
業
家
活
動－

正
野
玄
三
家
の
事
例－

」『
企
業
家
研
究
』
二
、
二
〇
〇
五
年
。

７１

「
日
野
商
人
組
合
出
店
本
宅
調
査
」
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
（＃
６８０１

）
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
蔵
。

７２

「
日
野
商
人
組
合
出
店
本
宅
調
査
」
中
井
源
左
衛
門
家
文
書
（＃
６８０１

）
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
蔵
。

７３

「
各
種
功
労
者
書
類
綴
」
日
野
町
有
文
書
（＃

５９６

）。

７４

「
寒
製
記
事
顛
末
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

６４８

）。

７５

玄
二
郎
は
八
代
玄
三
の
次
男
で
あ
る
。
な
お
長
男
孝
之
輔
は
大
阪
堂
島
中
学
卒
業
後
、
父
母
に
背
く
状
況
が
続
い
た（「
系
譜
帳

全
」
正
野
玄
三
家
文
書

（＃

な
し
））。

７６

「
寒
製
記
事
顛
末
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃
６４８

）。

７７

前
掲
拙
稿
「
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
の
合
薬
流
通
」。

７８

上
村
雅
洋
「
明
治
期
に
お
け
る
日
野
商
人
正
野
家
の
家
則
と
店
則
」
同
『
近
江
日
野
商
人
の
経
営
史
的
研
究
』
平
成
一
五
年
度
〜
平
成
一
七
年
度
科
学
研

究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
六
年
。

７９

「
解
説
書
」
正
野
玄
三
家
文
書（「
官
衙
公
事
向
往
服
書
類
」（＃

１０４７

）
所
収
）。

８０

「
寒
製
記
事
顛
末
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

６４８
）。

８１

八
代
玄
三
は
文
久
元
年
一
月
一
三
日
、
玄
二
郎
は
明
治
二
一
年
一
二
月
一
〇
日
生
ま
れ
で
あ
る
。「
系
譜
帳

全
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

な
し
）。

８２

「
寒
製
記
事
顛
末
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

６４８

）。

８３

「
正
野
家
組
織
改
革
ニ
付
存
意
書
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

１１００
）

８４

明
治
四
一
年
の
店
務
改
正
に
つ
い
て
は
詳
細
が
つ
か
め
な
い
が
、
そ
の
他
の
明
治
期
に
お
け
る
家
則
お
よ
び
店
則
に
つ
い
て
は
、
前
掲
上
村
「
明
治
期
に

お
け
る
日
野
商
人
正
野
家
の
家
則
と
店
則
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

８５

「
寒
製
記
事
顛
末
」
に
は
「
回
数
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
正
徳
四
年
か
ら
数
え
た
年
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
正
二
年
度
は
「
二
百
回
」
と
あ
る
。

８６

「
棚
卸
表
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

１１７５

）。

８７

前
掲
上
村
「
明
治
期
に
お
け
る
日
野
商
人
正
野
家
の
家
則
と
店
則
」。

８８

「
寒
製
記
事
顛
末
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

６４８

）。

二
一
四（
二
六
）



８９

明
治
期
の
正
野
家
に
お
け
る
利
益
処
分
に
つ
い
て
は
前
掲
上
村
「
明
治
期
に
お
け
る
日
野
商
人
正
野
玄
三
家
の
家
則
と
店
則
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

９０

前
掲
拙
稿
「
明
治
期
に
お
け
る
近
江
商
人
の
企
業
家
活
動－

正
野
玄
三
家
の
事
例－

」。

９１

嶋
村
喜
三
七
は
嶋
村
清
兵
衛
の
長
男
で
、
明
治
三
二
年
一
〇
月
一
一
日
初
勤
で
あ
る
。
清
兵
衛
・
喜
三
七
と
親
子
二
代
に
わ
た
り
正
野
家
で
勤
務
し
て
い

る（「
店
員
名
簿
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

７３２

））。

９２

「
寒
製
記
事
顛
末
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

６４８

）。

９３

一
般
に
支
店
と
出
張
所
で
あ
れ
ば
支
店
の
方
が
上
位
機
関
と
な
る
が
、
大
正
期
の
正
野
家
に
お
い
て
は
そ
の
順
序
が
逆
転
し
て
い
る
。
な
お
【
表
２
】
③

中
の
大
阪
出
張
所
は
元
大
阪
支
店
、
川
島
支
店
は
京
都
の
有
力
取
引
先
で
あ
っ
た
川
島
（
近
江
屋
）
与
右
衛
門
の
こ
と
で
あ
る
。
近
世
期
の
川
島
支
店
（
近

江
屋
与
右
衛
門
）
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
「
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
の
合
薬
流
通
」
を
参
照
の
こ
と
。

９４

「
玄
二
郎
東
京
出
張
所
行
報
告
書
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃
１２６２

）。

９５

前
掲
拙
稿
「
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
の
合
薬
流
通
」。

９６

「
玄
二
郎
東
京
出
張
所
行
報
告
書
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

１２６２

）。

９７

「
寒
製
記
事
顛
末
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

６４８

）。

９８

「
寒
製
記
事
顛
末
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃
６４８

）。

９９

「
寒
製
記
事
顛
末
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃
６４８

）。

１００

「
万
病
感
応
丸
用
法
及
起
源
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

６２８

）。

１０１

「
寒
製
記
事
顛
末
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

６４８
）。

１０２

「
決
算
報
告
書
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

１１７９
）。

１０３

「
寒
製
記
事
顛
末
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

６４８
）。

１０４

「
寒
製
記
事
顛
末
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

６４８

）。

１０５

「
滋
賀
県
売
薬
生
産
企
業
体
整
備
計
画
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

７５８

）。

１０６

「
本
店
営
業
閉
止
ニ
付
精
算
書
事
務
勘
定
書
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

１２９３

）。

１０７

「
系
譜
帖

全
」
正
野
玄
三
家
文
書
（＃

な
し
）。

〔
付
記
〕

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
現
当
主
一
〇
代
正
野
玄
三
氏
を
は
じ
め
、
日
野
町
教
育
委
員
会
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
に
は
史
料
閲
覧
な
ど
で
大
変
お

世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
本
稿
は
福
岡
大
学
研
究
推
進
部
の
研
究
経
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

近
代
に
お
け
る
近
江
日
野
売
薬
の
展
開
と
近
江
商
人
正
野
玄
三
家
（
本
村
）

二
一
五（
二
七
）




